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令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心

　

令
和
元
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
一
一
月
二
二
日（
金
）イ

ヤ
タ
カ
に
お
い
て
、
女
性
消
防
団
員
、
消
防
長
、
消
防
団
長
な
ど
約
九
〇
名
が
参
加

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会
に
参
加
し
て
の
報

告
発
表
、
普
通
救
命
講
習
の
活
動
事
例
や
災
害
現
場
に
出
動
し
た
経
験
談
な
ど
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●

①
制
度
の
解
説

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

大
仙
市
消
防
団
＆
仙
北
市
消
防
団

②
活
動
内
容
発
表

「
女
性
消
防
団
員
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　

　

に
参
加
し
て
」

「
第
二
四
回
全
国
女
性
消
防

       

操
法
大
会
に
出
場
し
て
」

小
坂
町
町
民
課

　

主
事　

成
田　

喜
輝

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

松
本　
　

恵

秋
田
県
総
合
防
災
課

　

主
幹　

佐
藤　

良
和

鹿
角
市
消
防
団

　

班
長　

安
保　

千
夏

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

小
沼　

未
佳

報
告
発
表

「
第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員

　
　

活
性
化
青
森
大
会
に
参
加
し
て
」

活
動
事
例
発
表

「
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

普
通
救
命
講
習
」

に
か
ほ
市
消
防
団

　

部
長　

佐
々
木
恵
子

応
急
手
当
普
及
員
っ
て
何
？

応
急
手
当
指
導
員
っ
て
何
？

「
災
害
現
場
で
の
女
性
の
役
割
」

　

〜
現
場
に
出
動
し
て
思
う
こ
と
〜

大
仙
市
消
防
団

　

班
長　

佐
藤
美
佳
子

仙
北
市
消
防
団

　

班
長　

西
宮　

三
春
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鹿
角
市　

班
長　

安
保　

千
夏

　

今
回
は
「
応
急
手
当
普
及
員
か
ら
消
防

団
員
へ
」
の
題
名
で
、
初
め
て
発
表
し
ま

し
た
。
自
分
の
消
防
団
活
動
の
す
べ
て
を

振
り
返
り
な
が
ら
話
し
た
の
で
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
発
表
か
ら
も
元
気
を
頂
き
ま

し
た
。

大
館
市　

団
員　

畠
山　

順
子

　

他
地
域
で
の
活
動
の
様
子
を
垣
間
見
る

こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
会
議
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
り
活
動
内
容
が
大
き

く
異
な
る
こ
と
に
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

受
け
身
の
活
動
の
み
で
な
く
、
提
案
を

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

三
種
町　

副
分
団
長　

石
井　

咲
子

　

女
性
の
パ
ワ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
仕
事
・
家

庭
と
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
中
で
本
当
に

頑
張
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

団
員
の
勧
誘
に
力
を
入
れ
て
い
る
所
で

す
。
今
度
は
、
是
非
新
人
を
参
加
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
峰
町　

団
員　

花
川　

悦
子

　

入
団
一
年
目
、
初
参
加
で
す
。

　

救
命
講
習
で
の
女
性
に
対
す
る
指
導

や
、
災
害
現
場
で
は
女
性
な
ら
で
は
の
気

配
り
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
女
性
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
思
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
分
だ
っ
た
ら
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

男
鹿
市　

団
員　

髙
橋　

真
理
香

　

私
は
入
団
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
す

が
、
今
回
参
加
し
て
、
日
々
の
普
及
活
動

や
実
際
の
現
場
の
話
を
聞
け
て
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
様
々
な
経
験
を
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

潟
上
市　

班
長　

小
野　

千
歳

　

佐
藤
主
幹
の
欧
米
と
比
較
し
た
救
命
の

解
説
は
、
応
急
手
当
の
重
要
性
、
必
要
性

を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
普
通
救
命
講
習
に
関

心
を
持
て
ま
し
た
。

　

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
話
し

合
い
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

五
城
目
町　

団
員　

伊
藤
登
紀
子

　

今
回
の
会
議
で
は
、
「
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
」
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
多
様
な
場
面
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
興
味
深
い
内
容
ば
か
り
で
し

た
の
で
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

井
川
町　

団
員　

武
石　

千
春

　

今
回
「
救
命
講
習
」
の
事
例
発
表
が
あ

る
の
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
た
時
、

ち
ゃ
ん
と
教
え
ら
れ
る
の
か
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
の
か
色
々
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
全
体
に
救
命
や
防
災
活
動

を
も
っ
と
広
め
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

由
利
本
荘
市　

班
長　

佐
々
木
教
子

　

各
団
の
発
表
は
内
容
も
す
ば
ら
し
く
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。講
習
会
に
参
加
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
達
で
自
主
的
に
救

命
な
ど
の
勉
強
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

私
達
も
テ
ー
マ
を
設
け
て
積
極
的
に
意

見
を
出
し
、成
長
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

に
か
ほ
市　

団
員　

細
矢　

正
子

　

活
動
発
表
を
聴
い
て
、
自
分
に
足
り
な

い
事
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
応
急

手
当
普
及
員
と
し
て
、
き
ち
ん
と
指
導
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

災
害
現
場
の
体
験
を
聴
き
、
消
防
団
の

役
目
の
大
切
さ
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

大
仙
市　

団
員　

茂
木　

未
来

　

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

他
地
域
の
活
動
を
聞
き
、
参
考
に
な
る

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
現
場
に
出
動
し
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
仙
北
市
の
発
表
が
印
象
的
で
し
た
。

　

も
し
も
に
備
え
て
、
訓
練
講
習
は
大
切

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

仙
北
市　

団
員　

藤
村　

香
織

　

報
告
発
表
や
活
動
事
例
発
表
を
参
加
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
熱
心
に
聞
き
、
う
な
ず

き
、
自
分
も
色
々
と
参
考
に
し
て
、
是
非

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
参
加
し
女
性
消
防
団
の
存
在
感

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
手
市　

団
員　

工
藤　

美
穂

　

一
番
心
に
残
っ
た
の
が
、
日
本
で
応
急

手
当
実
施
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
実
施
率
を
一
％
で
も
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
定
期
的
に
講
習
を
受
け
て
、
企

業
や
地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

湯
沢
市　

班
長　

井
上　

清
子

　

研
修
、
大
会
、
災
害
現
場
。活
発
な
活
動

内
容
を
聴
き
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

救
命
講
習
は
、
詳
細
な
情
報
も
あ
り
、

こ
の
会
議
で
得
た
こ
と
を
自
分
た
ち
の
活

動
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
学
習
の
き
っ

か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
二
四
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

は
、
一
一
月
一
三
日(
水)

、
横
浜
市
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、
全

国
四
七
都
道
府
県
の
代
表
四
七
隊
が
出
場

し
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
四
回　

全
国
女
性
操
法
大
会

秋
田
市
女
性
消
防
隊
健
闘

　

本
県
代
表
の
秋
田
市
女
性
消
防
隊
は
、

第
一
九
回
大
会
（
平
成
二
一
年
）
以
来
の

二
度
目
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
消
防
団
を
は
じ
め
、
穂
積
秋
田
市

長
な
ど
関
係
者
が
応
援
す
る
な
か
、
大
健

闘
し
ま
し
た
。

■
全
国
大
会
に
出
場
し
て

　

家
庭
と
訓
練
の
両
立
が
本
当
に
大
変
で

し
た
が
、
絶
対
に
ど
ち
ら
も
妥
協
し
な

い
、
と
の
想
い
で
、
最
後
ま
で
責
任
を
持

っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
族
の
絆
も
深
ま
り
、
本
当
に
よ
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
前
向
き
に
、
誠
実
に
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
県
大
会
前
か
ら
、
操
法
自
体
を

知
ら
な
い
私
を
辛
抱
強
く
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
消
防
職
員
の
皆
さ
ん
、
盛
り
上

げ
、
士
気
を
高
め
て
く
だ
さ
っ
た
消
防
団

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
何
よ
り
、
出
場
メ
ン

バ
ー
に
限
ら
ず
、
と
も
に
日
々
の
訓
練
に

励
ん
だ
チ
ー
ム
皆
と
「
行
け
た
人
に
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
色
」
を
見
ら
れ

た
こ
と
は
、
女
性
消
防
団
員
と
し
て
私
の

誇
り
で
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

沢
山
の
方
々
か
ら
、
応
援
と
励
ま
し
を

頂
い
た
こ
と
が
心
の
支
え
と
な
り
ま
し

た
。

　

様
々
な
経
験
を
通
し
て
得
た
知
識
を
今

後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

共
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
と
、
大
会
に

携
わ
り
お
力
添
え
を
頂
い
た
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

緊
張
感
が
張
り
つ
め
る
中
、
一
番
隊
と

し
て
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
団
員
、
家
族
、
職

場
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

指
導
頂
い
た
消
防
本
部
の
方
々
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
市
長
、
消
防
本
部
、
分

団
長
の
皆
さ
ん
、
多
く
の
方
々
に
助
け
ら

れ
て
大
役
を
果
た
し
、
演
技
を
終
え
た
時

に
は
、
熱
い
想
い
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
忘
れ
ず
、
今
後
の

消
防
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大会会場前にて

会長激励あいさつ

指
揮
者

　

木
村　

綾
子

一
番
員

　

佐
藤　

友
紀

二
番
員

　

松
本　
　

恵

三
番
員

　

渡
辺　

有
美
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第24回全国女性消防操法大会成績表
順　位 都道府県名 消 防 隊 名 タイム(秒) 総合得点

優   勝 熊 本 県 八代市本部女性消防隊 46.56 89.5

準 優 勝 佐 賀 県 唐 津 市 女 性 消 防 隊 51.43 86.5

準 優 勝 山 口 県 和 木 町 女 性 消 防 隊 52.02 84.5

優 　 秀 三 重 県 伊 賀 市 女 性 消 防 隊 53.01 81.5

優 　 秀 埼 玉 県 三 郷 市 女 性 消 防 隊 52.89 80.5

優 　 秀 兵 庫 県 芦 屋 市 女 性 消 防 隊 51.72 80.0

大会名 開催年度 出 場 隊 成　績

第18回 平成19年 大館市 準優勝(２位)

第19回 平成21年 秋田市 17位

第20回 平成23年 横手市平鹿 操法中止

第21回 平成25年 大仙市 26位

第22回 平成27年 大仙市 18位

第23回 平成29年 大仙市 28位

第24回 令和元年 秋田市 27位

　

家
族
を
は
じ
め
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
自
分
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

信
頼
と
継
続
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
二
年
間
で
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

補
助
員
は
、
吸
管
を
貯
水
槽
に
入
れ
れ

ば
い
い
程
度
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
の

で
県
大
会
で
は
大
失
態
。

　

全
国
大
会
ま
で
に
は
、
ど
ん
な
に
緊
張

し
て
も
体
が
動
く
よ
う
に
す
る
と
心
に
誓

い
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
緊
張
は
し
ま
し
た
が
、
悔
い

の
な
い
操
法
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
は
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し

て
の
参
加
で
し
た
。
全
国
大
会
ま
で
に

色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
か
、
力
を
合
わ

操　法　①操　法　③ 操　法　②

競技終了後穂積市長と

四
番
員

　

大
張　

濃
子

補
助
員

　

工
藤　

徳
子

隊　

員

　

伊
吹　
　

幸

せ
て
乗
り
越
え
て
い
く
選
手
の
皆
に
大
き

な
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

全
国
に
向
け
て
二
年
間
頑
張
っ
て
き
た

時
間
は
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ

り
、
今
後
の
活
動
に
是
非
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
上
位
の
成
績

■
過
去
の
成
績
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令和元年度 消防団員指導員研修受講者名簿
消　防　団　名 階　　級 氏　　　名
鹿 角 市 消 防 団 班 長 割 石 賢 一
北 秋 田 市 消 防 団 班 長 九 嶋 一 正
上小阿仁村消防団 副分団長 石 上 　 敏
能 代 市 消 防 団 部 長 佐 藤 　 保
能 代 市 消 防 団 副分団長 桜 田 和 浩
三 種 町 消 防 団 副分団長 寺 沢 梶 人
三 種 町 消 防 団 部 長 後 藤 一 家
八 峰 町 消 防 団 分 団 長 山 本 輝 義
男 鹿 市 消 防 団 部 長 安 田 清 美
男 鹿 市 消 防 団 班 長 山 本 晃 嗣
潟 上 市 消 防 団 部 長 細　谷　千代志
五 城 目 町 消 防 団 部 長 伊 藤 　 護
秋 田 市 消 防 団 副分団長 山 陰 有 一
秋 田 市 消 防 団 部 長 佐々木　一　祐
由利本荘市消防団 部 長 須 田 　 充
由利本荘市消防団 部 長 加 藤 　 豊
由利本荘市消防団 部 長 木 内 健 悟
由利本荘市消防団 班 長 石 塚 　 崇
由利本荘市消防団 部 長 村　上　憲四郎
に か ほ 市 消 防 団 分 団 長 佐々木　良　二
大 仙 市 消 防 団 部 長 小 松 敏 美
仙 北 市 消 防 団 分 団 長 鈴 木 誠 栄
仙 北 市 消 防 団 分 団 長 戸 村 純 厚
美 郷 町 消 防 団 部 長 髙 橋 誠 一
横 手 市 消 防 団 副分団長 齋 藤 　 淳
横 手 市 消 防 団 分 団 長 佐 藤 　 勝
横 手 市 消 防 団 副分団長 大 塚 賢 昭
横 手 市 消 防 団 分 団 長 高 橋 藤 悦
横 手 市 消 防 団 副分団長 羽 川 衛 征
横 手 市 消 防 団 分 団 長 奥 山 裕 寸
湯 沢 市 消 防 団 分 団 長 菅 原 正 則
羽 後 町 消 防 団 分 団 長 小 坂 俊 三

　

令
和
元
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、
一
一
月
一
六
日（
土
）、
一
七
日（
日
）

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本

荘
市
岩
城
）
で
開
催
さ
れ
、
一
八
消
防
団

か
ら
三
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、幹
部
の
心
得
、現
場
指
揮
・

安
全
管
理
、
防
災
対
策
・
住
民
指
導
・
災

害
情
報
収
集
伝
達
、
消
防
団
の
活
性
化
な

ど
の
座
学
や
訓
練
礼
式
、
応
急
手
当
・
普

通
救
命
講
習
、
消
火
活
動
・
救
助
活
動
な

ど
の
実
技
を
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
、
髙
橋
正
尚
秋
田
県
消
防
協

会
長
は
、「
消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
等

に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
、
従
来
の
経
験
や
想
定
を
超
え
る

記
録
的
な
災
害
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ

う
し
た
変
化
に
応
じ
て
、
消
防
が
果
た
す

役
割
も
多
様
化
し
、
益
々
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
、
住
民
の
期
待
に
応
え
て
頂
き
た

い
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
学
校

令
和
元
年
度

  
消
防
団
員
指
導
員
研
修

令
和
元
年
度

  
消
防
団
員
指
導
員
研
修
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大
量
の
土
砂
、
至
る
所
で
寸
断
さ
れ
た

道
路
網
。台
風
一
九
号
襲
来
直
後
の
一
三

日
か
ら
六
日
間
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
丸
森
町
で
救
援
活
動
を
行
っ
た
秋

田
県
緊
急
消
防
援
助
隊（
延
べ
六
一
隊
、二

二
八
人
）の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

同
隊
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
南
に
二
㎞

離
れ
た
中
島
地
区
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
は
、
阿
武
隈
川
支
流
が
流
木

等
で
せ
き
止
め
ら
れ
、
行
き
場
を
失
っ
た

濁
流
が
住
宅
地
に
流
れ
込
み
、
道
路
が
冠

水
し
住
民
の
避
難
に
支
障
を
来
し
ま
し
た
。

　

隊
員
か
ら
は
、「
現
地
の
消
防
団
員
に
よ

る
現
場
へ
の
誘
導
や
状
況
説
明
は
、
非
常

に
有
効
で
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。」と
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
域
防
災
力
の
中

核
を
担
う
消
防
団
員
と
の
連
携
を
再
認
識

し
た
災
害
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

■
秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
状
況

【
救
助
活
動
状
況
】

　

道
路
冠
水
や
車
水
没
で
避
難
所
に
行
け

な
い
丸
森
町
住
民
の
全
救
助
者
九
七
人
中

五
一
人
を
救
助
・
誘
導

　

一
〇
月
一
三
日　

丸
森
町
中
島
地
区
三
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
森
町
飯
泉
地
区　

一
人

　

一
〇
月
一
四
日　

丸
森
町
中
島
地
区
一
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
森
町
飯
泉
地
区　

一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
五
一
人

【
行
方
不
明
者
捜
索
活
動
状
況
及
び

　
　
　
　

孤
立
者
・
住
民
の
安
否
確
認
】

　

一
〇
月
一
三
日
〜
一
七
日

  　
丸
森
町
中
島
地
区
、
飯
泉
地
区
、
舘
矢
間

　
　

 

山
田
地
区
、
舘
矢
間
大
舘
地
区

【
救
急
出
動
状
況
】

　

転
院
や
自
宅
か
ら
急
病
の
傷
病
者
を
搬
送

　

一
〇
月
一
三
日
〜
一
七
日

　
　
　

搬
送
人
員　
　
　
　
　
　

八
人

　
　
　
　

（
内
訳
）　

重　

症　

二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
等
症　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽　

症　

三
人

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

         
〜
活
動
報
告
〜秋

田
県
総
合
防
災
課









































『令和２年出初式（観閲）』の開催日時等
令和元年12月２日現在

消　防　団 日　時 場　　　  所
鹿 角 市 4日 11:00～ コモッセ正面玄関前
小 坂 町 4日 11:20～ 明治百年通り
大 館 市 5日  9:00～ 大町ハチ公通り
北 秋 田 市 4日  8:55～ 北秋田市民ふれあいプラザ
上 小 阿 仁 村 4日 10:20～ 健康増進トレーニングセンター
能代市（能　代） 5日  9:15～ 畠町通り
能代市（二ツ井） 5日  8:20～ 北都銀行二ツ井支店前
藤 里 町 4日  9:45～ 藤里町役場前
三 種 町 4日  9:30～ 三種町琴丘総合体育館駐車場
八 峰 町 5日  9:30～ 秋田銀行八森支店前
男 鹿 市 5日 12:50～ 秋田銀行男鹿支店前
潟 上 市 4日 13:30～ 天王総合体育館（式典のみ）
五 城 目 町 5日  9:00～ 朝市駐車場
八 郎 潟 町 4日 13:30～ 八郎潟町役場前
井 川 町 6日 10:00～ 農村環境改善センター前
大 潟 村 6日 10:00～ サンルーラル大潟（式典のみ）
秋 田 市 5日 10:00～ 秋田市消防本部前
由 利 本 荘 市 5日  9:30～ 由利本荘市役所前
に か ほ 市 5日 13:30～ 金浦体育館（式典のみ）
大 仙 市 5日 13:00～ 大曲市民会館前
仙 北 市 6日 13:20～ 仙北市民会館駐車場
美 郷 町 4日 14:30～ 総合体育館リリオス前駐車場
横 手 市 5日 13:00～ 横手市役所条理南庁舎前
湯 沢 市 5日 15:20～ 湯沢文化会館前
羽 後 町 5日 13:30～ 総合体育館（式典内で実施）
東 成 瀬 村 4日 14:00～ 村民体育館（式典内で実施）
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一
一
月
二
九
日（
金
）、
秋
田
市
消
防
本

部
会
議
室
に
お
い
て
、
第
三
回
若
手
消
防

団
活
性
化
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
来
年
度
に
行
う
若
手
消
防

団
員
を
対
象
と
し
た
行
事
の
内
容
や
開
催

時
期
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
三
回
「
若
手
消
防
団
員

　
　
　
　
　

活
性
化
推
進
会
議
」







































「
写
真
＝
秋
田
県
提
供
」

・
開
催
日　

令
和
三
年
二
月
六
日（
土
）

・
開
催
場
所　

秋
田
市

・
対
象
者　

各
消
防
団
か
ら
概
ね
四
五

　
　
　
　
　
　

歳
ま
で
の
団
員
一
名

・
内　
　

容　

　
　

①
講
演　

全
国
の
消
防
団
員
の
現
状

　
　
　

と
課
題
（
仮
題
）

　
　

②
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

こ
の
ほ
か
、
来
年
度
も
現
委
員
が
続
投

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
来
年
度
第
一
回

の
推
進
会
議
を
七
月
に
開
催
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。



　№790（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和元年12月15日（毎月１回15日発行）（８)
　

一
一
月
三
日
（
日
）
北
秋
田
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
北
秋
田
市
若
手

消
防
団
員
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
に
入
団
し
、
ま
だ
勤
務
年
数
が

少
な
い
団
員
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
不
安

な
意
見
が
あ
り
、
他
の
分
団
の
若
手
も
集

め
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
活
動

に
生
か
す
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
三
分
団
か
ら
一
〜
二
名
の
若
手
の
団

員
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
次
の
と
お
り
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

◇　

入
団
し
た
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
方

か
ら
勧
誘
さ
れ
た
、
ま
た
は
分
団
長
か

ら
勧
誘
さ
れ
た
。

　
　

入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
と
い
う
充
実
感
が
得
ら
れ

た
。

◇　

活
動
に
対
す
る
意
見
は
、
様
々
な
行

事
や
災
害
等
を
ラ
イ
ン
を
使
用
し
連
絡

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
ポ
ン
プ
操
作
訓
練
に
つ
い

て
、
操
作
す
る
人
が
決
ま
っ
て
い
る
が

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

166
14
39
72
291
18
46

0
0
1

-  1
0
1
6

32
18
-  8
25
67
1
35

144
14
38
67
263
15
38

13
0
5
1
19
1
3

176
32
30
92
330
16
73

13
0
6
0
19
2
9

令和元年 平成30年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

「
若
手
消
防
団
員
意
見
交
換
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

を
開
催

入
団
し
た
て
の
人
に
も
説
明
し
て
欲
し

い
。
ポ
ン
プ
操
作
の
他
に
も
、
ホ
ー
ス

と
筒
先
の
結
合
等
基
本
操
作
も
教
え
て

も
ら
い
た
い
。

◇　

消
防
団
員
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

同
年
代
の
人
を
勧
誘
し
な
け
れ
ば
、
一

人
で
は
入
り
づ
ら
い
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
課
外
授
業
で
消
防

団
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
動
画
を
作
製
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
等
、
様
々
な
意
見
が
活

発
に
発
表
さ
れ
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に

活
か
さ
れ
、
若
手
の
消
防
団
員
が
増
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
一
月
三
日（
日
）、
い
と
く
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
に
お
い
て
、
北
秋
田
市

消
防
署
員
、
第
一
三
分
団
女
性
消
防
団

員
、
北
秋
田
市
観
光
協
会
と
合
同
で
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
と
適
切
な
維
持
管

理
、
消
防
団
員
の
加
入
促
進
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
が
多
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
う
た
め
、
北
秋
田
市
ゆ
る
キ
ャ

ラ「
バ
タ
も
っ
ち
」、
北
秋
田
市
阿
仁
地
区

の
マ
タ
ギ
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
イ
ケ
メ
ン

マ
タ
ギ
」
を

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、

子
供
た
ち
を

「
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

取
り
替
え
推
進
運
動･

消
防
団
員

　
　
　
　

加
入
促
進
運
動
」
を
開
催







































は
じ
め
幅
広
い
年
令
層
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
バ
タ
も
っ
ち
」も
登
場
し
、子
ど

も
た
ち
を
は

じ
め
、
幅
広

い
年
齢
層
に

火
災
予
防
の

普
及
啓
発
、

消
防
団
員
の

加
入
促
進
に

つ
な
が
る
活

動
に
な
る
こ

と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）


